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み
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原
子
力
災
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住
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避
難
計
画
に
係
る
段
階
的
避
難
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
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吉
田
は
る
み
君
提
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原
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災
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避
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に
係
る
段
階
的
避
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に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
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一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
段
階
的
避
難
を
採
用
し
た
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
（
平
成
三

十
年
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
八
号
）
に
お
い
て
、
「
住
民
等
の
被
ば
く
線
量
を
合
理
的
に
達
成
で
き
る
限
り
低
く
す
る

と
同
時
に
、
被
ば
く
を
直
接
の
要
因
と
し
な
い
健
康
等
へ
の
影
響
も
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を
放
射
線
被
ば
く

の
防
護
措
置
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
お
り
、
「
原
子
力
災
害
発
生
時
の
防
護
措
置
の
考
え
方
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
十

六
日
原
子
力
規
制
委
員
会
了
承
）
に
お
い
て
、
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
重
篤
な
確
定
的
影
響
を
回
避
し
又
は
最
小
化
す
る
た

め
の
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
内
の
住
民
等
に
つ
い
て
は
「
プ
ル
ー
ム
に
よ
る
内
部
被
ば
く
だ
け
で

は
な
く
、
プ
ル
ー
ム
や
沈
着
核
種
か
ら
の
高
線
量
の
外
部
被
ば
く
を
含
め
た
影
響
を
避
け
る
た
め
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
る
前
か
ら
予
防
的
に
避
難
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
確
率
的
影
響
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
の
緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
内
の
住
民
等
に
つ
い
て
は
「
吸
入
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の
リ
ス
ク
を

で
き
る
限
り
低
く
抑
え
、
避
難
行
動
に
よ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
屋
内
退
避
を
と
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。 


